















第 1回授業研究会（第 1回 FD研修）
日時：7 月 11 日（木）5 限（16:20 ~17:50）



































日時：7 月 11 日（木）18:00～18:52










の指導法を実施して、1 単位ずつの 2 単位の講義
である。教育課程論を 8 回、特別活動の指導法を






































































































































































第 2回授業研究会（第 2回 FD研修）
日時：11 月 27 日（水）4 限（14:40 ~16:10）



























令和元年度 大学教育センター「授業研究」（FD 研修）の記録 179
いった「初年次教育」に期待される内容についても話をしている。















日時：11 月 27 日（水）5 限（16:10 ~17:50）
























180 大学教育論叢 第 6 号
第 2回授業研究検討会まとめ
日時：11 月 27 日（水）18:00～18:42



















































































































































































にしても若干短い。1 分 2 分とかある程度の時間待つ。その間に考えるので、絞り出してでも学生は


















第 3回授業研究会（第 3回 FD研修）
日時：12 月 3 日（火）2 限（10:40 ~12:10）

















するだろう。論文検索サイトの CiNii において「ナチス」で検索をかければ 1369 本、「ヒトラー」で
は 862 本となる（2020 年 2 月 6 日時点）。検索結果を一瞥すれば、ナチやヒトラーに関する研究の蓄
積が相対的に進んでいることだけではなく、雑誌などにおいて頻繁に言及されていることがわかる。
ナチやヒトラーは、現在の政治を語る際にも「参照軸」をなしているのである。













































































                                                  
第 3回授業研究検討会まとめ
日時：12 月 10 日（火）16:20～17:20
































































































































































2 割減らして 1 割足すくらいにしなければいけない。今年は、映像の時間を授業の一コマ分くらい増

































































































































第 4回授業研究会（第 4回 FD研修）
日時：1 月 15 日（水）2 限（10:40 ~12:10）


































授業においては PowerPoint のスライドを利用した。その際、プロジェクターと AppleTV をケーブル
で繋ぎ、AppleTV と iPad を無線で繋いで、iPad 上で PowerPoint のスライドを操作した。こうするこ










日時：1 月 16 日（木）12:18～13:30


























で』（Never Let Me Go, 2005）というのは、内臓移植のサイエンスフィクションがもはやフィクション
ではなく現実であるという、一つの切り口を表している。もう少し広げると 19 世紀に既にスティーブ




































































観察者：ES 細胞と iPS 細胞の比較をした部分があったが、先生がした説明を踏まえて、生命工学部の
































































観察者：アメリカにイー・イー・カミングス（e. e. cummings 1894-1962）という詩人がいて、彼は固有
名詞もなにもかもすべて小文字で書く。この造語について、山中さんが自分で名前を付けた。iPad と
か、小文字の i。通常大文字が想定されるところに小文字の i が使われている。ある意味で詩的な操作
であるかもしれない。日常言語の使い方に違反していくわけである。その辺はどうか。言葉というか、
iPS の書き方とか。






















翻訳しているかというと、確信していますというのは、It is certain that.というのもあるし、I am certain 
…、もある。また There is no doubt that …もあれば、I have no doubt that …もある。さあ、皆さんはどち
らで言っていると思いますか、とそういう言い方で答えさせてみる。教員としては結論付けているわ
けではない。
観察者：明確に言及する必要はないのでは。ただ第 3 次世界大戦は絶対に避けてほしいというくらい
はいいのでは。
観察者：これは政治の問題だからと言ってあえて避ける必要はないのではと思う。あらゆるものが政
治に関わってくる。すべての事象を説明するときに、教員はその時の価値判断を求められている。自
然科学が関わる事象は、白黒なく、ニュートラルなものであるかもしれないが、大学の授業というの
は、それを通して学生に自らの立場を考えさせる、そういうものも含まれるのではないか。
観察者：大学の一教員としての責任もあると思う。特に政治的発言には慎重でありたい。
授業者：発言の一部を切り取って、この人はこういうことを言ったとすぐになってしまう。それに対
して、一つひとつ反論できない。
観察者：言葉の一人歩きというのは確かに怖い。
